



















































































































落ちている。 「発行の趣意」は、その冒頭に「詩の一体人事を咏ずるもの是を「ドラマ」と云ふ とあり、従来の武蔵屋本の緒言には見られなかった「ドラマ」の観点による浄瑠璃論が展開されているのだが、藤木氏はこの「ドラマ」の問題については触れていない。逍遙宛て書簡との関わりからみても、この緒言は「ドラマ」の観点 よる検討が必要となることは明白だ。
　それでは「発行の趣意」を具体的に検討してみたい。この文章


























中にある「主人の娘と忍び〳〵の転び寝に…」のくだりは「新版歌祭文」の「座摩社」 、 「長町」 段に相当する。つま 「発行の趣意」の〈ドラマ〉の要点は 時代物」でも、 「世話物」の 趣向」でもなく、 「世話物」がもつ「最も精密に人情の微を穿ちて能く運命の果敢なきを直覚せしむる という部分 こそあり、この要素を〈ドラマ〉の「精神」と て提示するのである。
　ここに表れた「人情の微を穿つ」 、 「運命の果敢なきを直覚せし












































































































言に戻ってみたい。従来こ 時期の逍遙と不知庵の 学観は類似するものとし 捉えられる傾向にあ
がＣ
、不知庵が〈ドラマ〉の










国」 る不知庵の主張を逍遙は容れないはず り、 の『延葛集』の書入れを、同人の言葉の使用に対する指導 ると同時に、不知庵批判と読むことも可能だろう。一方 不知庵が意図したのは 趣向と文体を賞賛し模倣する同時代の 受容を批判し（ 「かつら姫」 『国民之友』第一〇三号、明治二三年一二月一三日）
、それ


















ば、 「発行の趣意」で触れていた「新版歌祭文」を除いて、収録作品は時代物中心に編まれているのであ 本編の編集方針は〈ドラマ〉論をもつ「緒言」より「編中集むる処紀海音竹田出雲以下十数人、凡そ 名を場の内外に馳せし の
（略）
尽く網羅せ









緒言は、浄瑠璃がもつ音律を「束縛」とし、人形を「客」とみなし、以貫流の評註を排することで、作品のなか 描かれた「社会の人事複雑せる現象」 新たな〈ドラマ〉という価値として提示していた。一方、 『
新編
大和文範』収録の作品は時代物中心であり、














調べて其伝と論をものせんとし」と篁村が近松の伝記についてまとめようとしていると述べている。さらにその二ヵ月後、坪内逍遙を中心とした東京専門学校の研究会の席で、篁村は近松門左衛門についての講演をしている。そ なかで篁村は「近松出るに及ひ 　勧善懲悪を示し 　悲哀の情 起さしめ 　而して后無情を悟らしめんと企てたり 　但 偏に仏に傾くを免れんとて 　儒教を加へたり 　而し在来の人形を止め人情の上にて可笑しき事をも見せたりＨ
」と近松の登場を評価している。このような発言の背景には、



































よび注釈を通じて世話浄瑠璃を評価するというものであり、これは本稿ですでに確認した叢書閣主人民治の近松理解に近い。不知庵は篁村の小説に表れた「文字」と「脚色」 面における 松の影響を篁村の近松理解とし 批判し、それらに対し作品が つ内在性






武蔵屋本の出版事業に関わ 人物の近松評価を見てき が、では、彼らの近松評価はすれ違うだけだったのであろうか。本稿では両者の接点を見出すために武蔵屋叢書閣の出版事業のピークをなし、現在まで通用している近松の世話浄瑠璃二四編 「成立」という出来事に焦点をあてながら、 あらためて不知庵 〈ドラマ〉が果たした役割について考え み い。
　藤木氏が数多くの武蔵屋本を収集するなかからまとめ、秋本鈴















































　このように見てくると、 「近松世話浄瑠璃」の重点的な刊行と「完成」とは、両者──近松ら浄瑠璃作者の伝記と歴史を評価し悉皆翻刻を志す民治と篁村、 「詩の最も進みたるドラマ」によって世話浄瑠璃を捉え おそうとする不知庵──の近松観が交差することによって、成立した い こ がわかる。武蔵屋本の出版事業のなかで〈ドラマ〉論が果たした役割とは、惹句という引用に象徴される「 「先進性」と ての〈ドラマ〉 」であった。
　現在までつづく近松世話浄瑠璃二四編の「完成」とは、 「義太















（５） 　その他「御所桜堀川夜討」 、 「鎌倉三代記」 、 「男作五鴈金」 、 「仁徳




































（８） 　発行者識「緒言」 『傾城買二筋道』 （梅暮里谷峨作）丸善・叢書閣、
明治二四年六月。
（９） 　「発行の趣意」の人名表記が不知庵の用例と合致しないこともあ
り （ 「スヱークスピーヤ」 （ 発行 趣意」 ） 、 「シエークスピーヤ」 （ 「現代文学
  其一」 『国民之友』第一三七号、明治二四年一一月） 、本論
では不知庵の 影響」と捉えた。
（
10） 　『近松世話浄瑠璃』は二冊あり（ 「自宝永七年至享保七年」明治二五年一月、 「自元禄十三年至宝永五年」明治二五年四月） 、 「序」が
ついているのは後者である。以下本論でいう『近松世話浄瑠璃』とは後者をさす。
（
11） 　近石泰秋氏は「 「難波土産」の本文評註について」 （ 『操浄瑠璃の研究』風間書房、昭和三六年三月）で、特徴として漢籍や仏典等の字句の註解をするほかに、以貫筆の「発端」とのつながり、 への敬慕に基づいた評価 作者評判記としての性格を挙げ るが、「発行の趣意」の文脈から察して 字句の詳細な註解」と理解しておく。
（
12） 　越智治雄「逍遙における「ドラマ」の問題」 『明治大正の劇文学』塙書房、昭和四六年九月。三四頁。初出は『国語 国文学』第三七巻一一号、昭和三五年一一月。
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れは、あくまでも互いに異なったものの取り合わせでありながら、同時に、そうであることにおいて顕在しえない普遍としての「詩」または「文学」─「我が謂ふ没理想は、没却理想また不見理想 両義を含めり」 （ 「没理想の語義を弁ず」 『文学その折々』 ）─をその空隙に招請していると読まれなければならない （谷川恵一「ジャンルの翻訳」 『歴史の文体
  小説のすがた』平凡社、二〇〇八年二月。
二三三‐二三四頁。 初出は 『文学』 第九巻第一号、 九九八年冬号） 。
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新 　刊 　紹 　介加藤邦彦著『中原中也と詩の近代』
　気鋭の中原中也研究者である著者の、博
士論文を基にした一冊。著者は先頃完結した、 『新編中原中也全集』の編集に携わるという稀有な経験を持つ。その経験が活かされた論考にも見るべきものが多いが、著者は我々が全集を通じて、詩人・作家を固定的に捉えてしまう危険を自覚している。それゆえ、著者の目は詩人が生 ていた時代に向かい 活字だけでは え こな 、詩人の生きた姿を捉える作業に向かう。その動機が明確であるからこそ、各論考が強い説得力を持つ。単なる流行から、同時代現象を調べることに淫しているとしか思












研究に対する並々ならぬエネルギーを伝える事に成功している。文学を学ぶ者にとって、刺激的な一冊であることは間違いない。（二〇一〇年四月 　アーツアンドクラフツ 　四六判 　四一頁 　税込一八九〇円） 
〔宮下京子〕
